
底
を
聞
き
た
り
。
故
に
不
案
内
の
恩
人
な
ど
、
彼
の
底
共
を
ば
目
ぽ

モ
の
針
と
心
得
、
m
A
求
め
行
く
人
多
し
と
い

へ
り
。

務
侯
よ
H
御
需
に
付
、

金
潟
市
中
長
符
之
男
女
取
倒
在
v
之
出向
、
安
江

町
針
屋
八
右
衛
門
義
組
母
せ
宮
、
本
年
百
四
位
議
陀
能
成。

此
外
に
金

海
市
中
百
歳
以
上
之
者
無
v
之
。
右
せ
き印
刷
は
.
石
川
郡
紛
来
村
越
前

屋
五
郎
兵
街
と
一耳
ふ
者
の
娘
に
て
、
延
質
問
年
之
各
出
生
、
月
日
は

究
無
v

之
よ
し
。
京
拾
四
・五
歳
の
頃
、
金
潔
へ
出
、
町
方
に
奉
公
設

し
‘
三
拾
裁
の
頃
高
道
町
油
屋
仁
兵
衛
せ
が
れ
宇
兵
衛
の
斐
と
成
.

貸
永
七
年
四
月
三
拾
五
歳
陀
て
男
子
出
生
。
針
屋
英
一
兵
街
是
也
。
翌

年
女
子
出
生
。
柏
町
屋
仁
兵
衛
婆
是
也
。
廿
背
後
宇
兵
衛
家
資
梯
ひ
、
方

々
借
宅
設
し
庖
.
せ
が
れ
遊
兵
術
は
別
家
殺
し
、
木
新
保
町
K
居
。

共
頃
安
江
町
大
桑
屋
椛
七
の
魚
と
叫腕
組
申
合
せ
・
究
保
二
年
夫
婦
速

に
て
針
屋
八
郎
兵
衛
方
へ
養
子
に
総
越
巾
回
目
。
せ
吉
本
年
百
一
哉
、

せ
が
れ
針
屋
遊
兵
術
六
十
七
歳
、
誕
兵
術
娘
嶋
田
血
装
兵
術
婆
そ
よ
六

十
六
歳
、
湛
兵
衛
聾
養
子
針
屋
八
右
衛
門
三
千
七
歳
、
八
右
衛
門
安

ふ
く
三
十
二
歳
・
二
男
釘
屋
六
郎
兵
街
二
十
六
歳
、
三
児
創
屋
誕
一
助

金
湾
古
蹄
志
巻
廿
大

O
目
納
長
害
時
人
侍

金
部
町
品目時間
m川
紀
に
、
安
永
瓦
年
二
月
百
歳
徐
之
者
有
ν
之
哉
之
官
.

を
ば
町
地
と
な
し
、
無
普
寺
上
‘
地
町
と
呼
ぴ
た
る
も
の
也
。

O
園
初
刑
法
場
地

箕
浦

'M
良
紙
記
陀
、
利
家
卿
の
時
、安
江
町
能
登
屋
の
溢
三
味
・股
付

場
也
と
あ
り
。
或
は
云
ム
。
今
云
ふ
升
形
の
地
は
、
精
出
務
園
初
の
頃

の
刑
法
判
明
な
り
と
い
へ
り
。
按
宇
る

K
.
加
府
部
帆削耐此机叫に
.
背
金

元
総
九
年
の
木
町
肝
煎
裁
許
附
K
・
安
江
町
・
儲
安
江
町
・
粟
普
寺

上
ゲ
地
町
と
放
せ
た
り
。
国
事
昌
披
問
答
K
紋
せ
た
る
金
潔
町
名
K

も
、
横
安
江
町
の
次
比
一
衆
善
寺
上
ゲ
地
町
を
記
殺
す
。
本
町
の
町
名
中

K
放
せ
た
れ
ば
‘
今
回
細
小
路
と
稀
す
る
横
安
江
町
の
町
末
た
ら
ん

か
。
乗
普
寺
は
、
三
筋
屋
版
の
六
用
集
花
、
京
本
願
寺
道
場
時
間
善
寺

鍛
冶
町
と
あ
り
て
、
獄
安
江
町
よ
り
鍛
冶
町
へ
移
耐
押
し
、
共
の
寺
跡

o
 

h
ν
 
O
梁
善
寺
上
地
町

ど
も
・
共
m
廿
開刷
共
存
生
し
て
、
一
族
銃
柴
せ
し
も
の
は
甚
だ
税
な
り
。

さ
て
右
長
持
人
せ
宮
、
同
年
七
月
八
日
天
然
主
以
て
淡
せ
り
と
い
へ

二
十
二
歳
、
八
右
術
門
長
男
八
十
郎
十
歳
.
次
男
弧
三
吉
四
歳
.

一

族
悉
く
無
開
山
K
て
混
在
之
曲
、
町
奉
行
前
向
木
工
よ
り
務
侯
へ
言
上

せ
り
。
按
宇
る
に
、
此
の
前
後
K
百
歳
以
上
の
長
蒋
人
多
し
と
い
へ

村
と
も
.
沓
草
加
中
郷
庄
分
村
名
艇
に
は
、
念
月
の
庄
内
と
す
。
安
江

庄
或
は
安
江
郷
ま
た
安
江
保
と
も
古
讐
陀
峨
せ
た
り
。

O
続
安
江
町

此
の
町
は
、
安
江
町
の
裏
町
た
り
。
十

時
完
舎
に
減
せ
た
る
、
元

去
年
・去
k

年
間
年
分
.
安
江
保
井
盆
官
庄
雨
所
共
不
v
及
=共
沙
汰
-

候
。
言
語
道
断
の
衣
第
共
候
一
首
々
。
と
あ
り
。
此
の
書
簡
は
天
文
・天

正
の
頃
の
啓
札
た
ら
ん
か
。
但
し
‘
家
備
と
は
あ
れ
ど
、
い
づ
れ
の

家
傾
注
り
け
ん
、
い
ま
だ
鮮
か
な
ら
宇
。
上
安
江
村

下
安
江
村
の
雨

閣
安
江
庄
内
合
月
郷
撮
津
顕
不
ν
波
ν
之
事
一
E
h
k
o
た
ど
見
ね
た
り
。
さ

れ
ば
安
江
庄
は
安
江
家
の
家
備
な
り
し
か
ど
、
後
K
競
泳
家
の
家
領

と
成
り
.
且
念
月
郷
は
安
江
の
庄
内
た
り
し
都
知
ら
れ
け
り
。
温
故

雑
帖
に
紋
せ
た
る
烏
丸
殿
と
宛
名
せ
し
判
住
民
.
加
州
家
鎖
云
々
、

木
町
法
、
A
M
月
郷
小
名
安
江
郷
共
云
ふ
。
と
減
せ
た
り
。
按
宇
る
に
・

安
江
は
い
陀
し
へ
庄
名
た
り
。
際
涼
軒
季
現
日
銀
K
、
長
総
二
年
八

月
四
日
‘
加
賀
図
和
然
保
金
剛
寺
村
内
輔
副
興
三
入
遺
跡
、
嘉
吉
元
年

十
月
金
剛
院
押
領
、
同
閣
安
江
庄
内
安
江
八
郎
左
衛
門
入
道
跡
、
康

正
二
年
九
月
扱
津
守
抑
領
一
宮
々
。

と
見
b
、
ま
た
同
年
十
二
月
廿
日

加
賀
悶
倉
月
庄
嬬
津
沼
部
関
波
磁
之
事
。
徳
雲
院
内
笈
路
軒
・
加
賀

企
部
官
邸
志
巻
サ
ム
ハ

金
津
草
創
以
来
の
針
庖
に
て
、
凡
そ
三
百
年
許
辿
糾
す
と
云
僻
へ
た

り
。
4

ん
止
日
は
此
の
地
溢
K
、
針
応
は
目
納
の
針
底
の
み
な
り
し
か
ど
、

近
年
に
至
り
、
此
の
町
の
入
口
角
家
主
初
め
、
東
御
幼
町
に
彼
是
針

は
.
t

ポ
ソ
の
針
と
い
ふ

E
M町
綿
せ
し
も
の
也
と
い
へ
り
。
甚
だ

澗
出
家
友
り
し
か
ど
、
背
よ
り
皮
L
K

の
火
災
陀
逢
ひ
、
申
棋
の
俳
記
書
類

都
て
僻
来
た
き
ゅ
主
、
共
の
創
業
等
の
事
詳
か
た
ら
歩
。
体
設
K
、

右
宕
板
は
.
佐
々
大
芯
津
脱
出
の
倍
跡
な
り
と
い
ひ
仰
へ
た
り
。
代
々

針
屋
八
郎
兵
衛
と
初
し
、
今
は
苗
字
を
目
細
と
す
。
目
ポ
ツ
と
い
ふ

此
の
針
底
は
‘
名
高
き
底
た
り
し
ゅ
ゑ
.
此
の
町
を
ば
世
人
目
納
の

小
路
と
呼
べ
り
。
共
の
申
棋
は
被
安
江
町
の
中
程
友
る
南
側
陀
て
、
共

の
鍛
へ
逃
だ
宜
し
き
放
に
、
世
人
目
ぽ
そ
の
釘
と
柄
し
、
殊
に
貸
契

す
。
庖
先
K
.
ほ
ん
け
め
ぽ
そ
は
り
八
郎
兵
衛
の
看
板
を
か
け
た
り
。

今
俗
K
目
細
小
路
と
稀
す
る
町
也
と
い
へ
り
。
地
子
地
の
桜
安
江
町

は
、
表
具
屋
小
路
と
呼
べ
り
。
但
し
今
は
裏
安
江
町
と
す
。

O
目
細
針
庖

ベ
附
↓

称
九
年
の
本
町
肝
煎
裁
許
K
.
安
江
町
・横
山
安
江
町
と
見
』
刊
、
ま
た
地

子
町
肝
煎
裁
許
附
陀
も
.
桜
安
江
町
・
東
御
坊
町
と
あ
り
て
、
本
町
の

櫛
安
江
町
と
地
子
町
の
桜
安
江
町
と
あ
り
。
本
町
の
桜
安
江
町
は
、




